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し、美観上も問題でした。そこで、1990 年代から無線 LAN（Local Area Network）が研究開発されま








































セス方式に用いられる無線周波数は 2.4 GHz 帯







電池交換するだけで大変です。この問題を解決するため、我々は ENTERPRICE M2M ネットワーク
（M2M network consisting of Enormous Number of TERminals without PRImary CElls）と名付けた
ワイヤレスアクセスシステムの研究を行っています。このシステムは、数百台から数万台に及ぶ端末数 , 
数 kbit/s から数 Mbit/s に及ぶ伝送速度、これら全ての監視制御アプリケーションの要求を統一的に扱
え、エネルギー供給も電池ではなく、エナジーハーベストやマイクロ波給電といった技術を用いて実現
しようと考えています。 
研究対象となるENTERPRICE M2M 無線ネットワークの要求条件の一つは、従来の無線 LANで想
定されていたアクセスポイント（基地局）毎のサービスエリア半径と比較して非常に大きいことです。




（Carrier Sense Multiple Access with Collision Avoidance）と呼ばれる方式です。この方式の原理につ

















































分の動作は、ランダム AIFSN（Arbitration Inter-Frame Space Number）方式を用いています。
AIFSN を用いる元々の目的は送信優先度の設定であり、優先度に応じて固定的に AIFSN の値を設定
します。例えば、優先度の高い端末には小さな AIFSN を設定し、早く通信が開始できるようにします。















マイクロ波電力伝送には、電波防護指針により空間内の電力に 1.5 GHz 以上 て㿆は 1 mW/cm2 とい
う制約があるものの、1 cm 四方の面積で原理的には最大 1 mW の給電が可能です。今後、省電力化さ

















サネットワークの標準化組織である IEEE 802.11ah にてタスクグループを形成し鋭意標準化が進められ
ているところです。伝送速度は低速ながら 1 km程度のセル半径で膨大なセンサ端末を信頼性高く、い
かに簡易に管理運用を行うかが鍵となるでしょう。センサネットワークに対して世界各国の無線帯域が
920 MHz 帯で統一される状況で、通信規格も統一が図られると、無線 LANと同様に広く普及すること
が期待されます。
また、マイクロ波伝送については太陽光発電や様々なエナジーハーベスティング技術とともに、適材
適所で研究開発が進められていくものと考えられます。
